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※本資料の内容は、執筆者である IB 教育アドバイザーの視点に基づき、執筆

時点ならびに事例発生当時に得られた情報をもとに作成しています。そのた

め、現行の規定や運用と相違が生じている場合があります。最新情報につい

ては、必ず国際バカロレア機構の公式資料または国際バカロレア機構の職員

に御確認ください。
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第１章 認定までのプロセス 

 

本章では、Primary Years Programme（PYP）に認定されるまでのプロセスを記載してい

ます。認定を目指す場合は、必ず IBO の公式資料を確認してください。以下の図は、『学

校のための認定ガイド』（2022年３月発行の英語原本『Guide to school authorization』

の日本語版 2022 年 12 月発行）２ページに記載されている認定プロセスのモデル図です。

このプロセスに沿って、認定取得に向けて手続を進めます。 

 

 

1-1. はじめに 

 

IB の認定を目指す学校は、候補校申請書（AFC:Application for Candidacy）申請時に

作成するアクションプラン（後述）に沿って、認定に向けたプロセスが進んでいくことに

なりますが、そのプロセスの中で徐々に改善していく姿勢が求められます。IBO も、各学

校の事情を尊重した上で、協力して認定を目指す支援体制を整備しています。 

候補校になると、IBO のコンサルタントが担当として就きます。各候補校は、コンサル

タントからの助言を受けながら、PYP 校として試行し、アクションプランを組み立て、IB

の要件に沿った実施を行うことで、認定を受けられる仕組みになっています。アクション
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プランの作成に際しては、学校内の関係者の調整が不可欠となりますので事前に PYP コー

ディネーターを中心とした IB 認定に向けたチームを形成していくことが重要です（PYP コ

ーディネーターの役割は第３章を参照）。また、各候補校は、しっかりとした教育理念を

持って IB教育に携わっていくという認識を学内で共有することが必要となります。 

なお、IBOは、関係文書の一部を日本語に翻訳し、「Resources for Schools in Japan」

としてウェブ上で公表しています。学校の管理者や教員の皆さまは是非ご覧ください。 

 

1-2. スクールインフォメーションフォームの提出 

 

 スクールインフォメーションフォームの提出は IB 認定に向けた関心校としての最初のス

テップです。IBO のウェブページ、「Become an IB World School」にアクセスすると詳細

が出てきます。入力する内容は、学校名や校長名、住所などの基本的な情報で、オンライ

ンで提出します。提出は無料です。登録が完了すると、IBO から学校へ文書が送付されま

す。 

 

1-3. 候補校申請書の提出 

 

学校は、IBO に候補校申請に必要な書類を提出し、受理されると候補校となります。候

補校申請を行う前に学校の管理者（IB 導入の責任者で、多くの場合は校長または教頭）は、

PYPのワークショップ（Head of school）を受講する必要があります。候補校申請書類を提

出する際には申請費がかかります。 

 

1-4. 候補校申請に関わる添付資料について 

 

①アクションプラン 

アクションプランは認定に向けたプロセスの基準となる資料です。「プログラムの基準

と実践要綱（Programme Standards and Practices）」に基づいて、現在の取り組みや今後

の見通しなどを記載します。候補校申請書の提出時点で、全ての項目に対応している必要

はなく、これから検討・準備するという項目があって構いません。まずは、しっかりと学

校の現状に合わせて、アクションプランを作成して提出することが大事であり、提出後、

コンサルタントとのやり取りを通して改善を図っていきます。 

 

②学校の法的位置づけを説明する書類 

公立校であれば、都道府県や市町村の学校設置条例、国立大学附属学校であれば、国立

大学法人法（法人化される前に設立された場合）または大学の設立に関する官報（国立大

学法人化された後に設立された場合）、私立校であれば、設置認可書類、登記簿等の翻訳

を外部に委託し、翻訳証明書を付して提出します（認定プロセスにおいて、外部の正式翻

訳を必要とするものは、この文書だけです）。 

 

 

 

 

https://www.ibo.org/about-the-IB/the-IB-by-region/IB-asia-pacific/information-for-schools-in-japan/
https://www.ibo.org/about-the-ib/the-ib-by-region/ib-asia-pacific/information-for-schools-in-japan/%EF%BC%89%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%96%E4%B8%8A%E3%81%A7%E5%85%AC%E8%A1%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E5%90%84%E7%A8%AE%E6%89%8B%E7%B6%9A%E3%81%8D%E3%81%AE%E6%9B%B8%E9%A1%9E%E3%82%92%E3%81%AF%E3%81%98%E3%82%81%E3%80%81%E5%90%84%E7%A7%91%E7%9B%AE%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%82%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E3%81%AB%E7%BF%BB%E8%A8%B3%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%BE%E3%81%9A%E3%81%AF%E3%80%81%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%AE%E7%AE%A1%E7%90%86%E8%80%85%E3%82%84%E6%95%99%E5%93%A1%E3%81%AE%E7%9A%86%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%AF%E3%81%9C%E3%81%B2%E3%81%94%E8%A6%A7%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
https://www.ibo.org/about-the-ib/the-ib-by-region/ib-asia-pacific/information-for-schools-in-japan/%EF%BC%89%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%96%E4%B8%8A%E3%81%A7%E5%85%AC%E8%A1%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E5%90%84%E7%A8%AE%E6%89%8B%E7%B6%9A%E3%81%8D%E3%81%AE%E6%9B%B8%E9%A1%9E%E3%82%92%E3%81%AF%E3%81%98%E3%82%81%E3%80%81%E5%90%84%E7%A7%91%E7%9B%AE%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%82%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E3%81%AB%E7%BF%BB%E8%A8%B3%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%BE%E3%81%9A%E3%81%AF%E3%80%81%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%AE%E7%AE%A1%E7%90%86%E8%80%85%E3%82%84%E6%95%99%E5%93%A1%E3%81%AE%E7%9A%86%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%AF%E3%81%9C%E3%81%B2%E3%81%94%E8%A6%A7%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
https://www.ibo.org/become-an-IB-school/how-to-become-an-IB-school/apply-to-teach-an-IB-programme/
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③管理団体からの財政援助を証明する旨の書類 

 法人の理事長名等での英文レターを提出します。参考までに記載例を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④組織図 

学校の組織図の英語版を作成して提出します。組織図には、PYP コーディネーターの位

置付けを示す必要があります。その他に管理職を中心とした Pedagogical Leadership 

Team（PLT）や実践カリキュラムを構成する教員チームの Curriculum Leader Teacher

（CLT）を示す場合もあります。 

 

1-5. 候補校申請書の検討 

 

学校が提出した候補校申請書は、IBO が内容を確認し問題がなければ、候補校として通

知されます。なお、候補校認定後、学校には My IB、IBOの Information Systemのログイ

ンに必要なパスワードなどが与えられることにより、以後これらのページに自由にアクセ

スできるようになります。 

 

1-6. 候補校期間（PYPの試行実践）開始・コンサルタントの決定 

 

PYP 候補校は、PYP の実践を IB の理念に沿って行います。候補校になると、IBO から１

名のコンサルタントが紹介されます。コンサルタントは、学校が認定に向けてどのように

準備し、どのように PYP を実践していけばよいかについて、助言・指導・伴走支援を行う

役割を担います。 

 

1-7. 候補校期間中の実践 

 

PYP の場合は、コンサルタントに相談をしながら、候補校期間中も認定校と同じように

実践を行うことができます。探究学習を各校で考えて実践を行うため、準備をいつまでに

行い PYP 候補校としてどの程度の実践をしていくか、校内で検討していく必要があります。

もちろん候補校期間開始の時点で全ての実践ができている必要はありません。コンサルタ

ントに相談しながら、どの時期にどのような実践をしていくのか、アクションプランに記

載し、その実践を振り返り、改良しながら可能な限り IB の要件に沿った実践ができるよ

う目指します。 

To the International Baccalaureate Organization, 
（理事会、都道府県名、大学名等） is committed to financially support the 

implementation of International Baccalaureate Primary Years Program at Monka 
School. September 20th, 2016. 
 

（理事長名、都道府県知事名、学長名等） 

（役職名） 

（組織名、都道府県名等） 
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コンサルタントとのやりとりは、原則、PYP コーディネーターがメールまたはオンライ

ン会議システムを用いて行います。コンサルタントの支援時間は、年間 20時間程度と定め

られていますが、コーディネーターは、どのような支援を受ける必要があるのか、コンサ

ルタントと丁寧に協議し、進めていくことが重要になります。 

 

1-8. コンサルテーション訪問 

 

候補校期間中に、コンサルタントは、学校を訪問し、直接的な評価を行うとともに、フ

ィードバックを行う必要があり、これをコンサルテーション・ビジット（コンサルテーシ

ョン訪問）と言います。この訪問に決められた時期はありません。実際に、コンサルタン

トと相談をして実施日を決めることとなります。訪問は、原則２日間です。コーディネー

ターはもちろんですが、管理職、全ての教科の教員、児童、保護者が面談可能な日を候補

に挙げることが望ましいです。 

訪問のための費用は、学校の負担となります。コンサルタントと協議を進めて支払い方

法等を決定していきます。コンサルタント訪問の結果は、コンサルテーションレポートと

して学校に通知されます。コンサルテーションレポートは、項目ごとに３段階（良い、普

通、もう少し等のイメージ）の評価が付されます。 

これらの評価を基に、残りの候補校期間のアクションプランを組んで、コンサルタント

からの支援を引き続き受けます。 

 

1-9. 認定申請書の提出 

 

前述のコンサルタント訪問を経て、何度かやり取りを行った後、コンサルテーションレ

ポートの各項目がおおよそ「良い」評価になったところで、コンサルタントから学校に、

認定校申請書の提出の許可通知が送られます。通知を受けて１ヶ月以内に、学校は認定校

申請書を IBO に提出します。認定校申請は指定された様式の「 Application for 

authorization」と各種添付資料で構成されます。内容は主に候補校申請時の資料を更新

したものとなります。また、PYP の認定校申請では候補校期間に行っている PYP の実践の

証拠（単元計画等）の提出を求められます。 

 

1-10. 認定校申請書の検討 

 

 学校が提出した認定校申請書は、IBO の担当者が内容を確認します。提出から 42 日以内

に IBO から IB 認定校および候補校専用のオンラインプラットフォームである MY School

（申請書類の提出・IBO からの指摘事項の受領・学校と IBO のやり取りを行う公式オンラ

インシステムで、認定プロセス全体を通じて使用）にフィードバックがあります。 

 IBO からのフィードバックに基づき、必要な課題の解消が求められ、場合によっては課

題を解消したことを示す資料の再提出を求められる場合があります。そして、おおよそ書

類検討による問題点が解決した後、確認訪問の日程調整が行われます。 
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1-11. 確認訪問 

 

 訪問日程調整後、確認訪問団（通常２名）が学校を２日間訪問し、認定校となるための

準備が整っているのか最終的な確認を行います。確認訪問団の訪問の際の費用は学校の負

担となります。 

 なお、２日間の訪問では、施設確認、所属の教育委員会などの管理団体や教職員（校長、

PYP コーディネーター、各教員、図書館司書など）、そして数名の児童と保護者との面談

が日程に組み込まれます。 

 

1-12. 認定 

 

確認訪問団の訪問後、レポートが My School に届きます。必要に応じて資料の再提出を

求められる場合があります。特に問題がない場合は、認定の同意書が My School に届きま

す。この通知をもって、学校は IB認定校となります。 

 

1-13. 認定後の定期評価訪問 

 

IB 認定校となった後も、学校は定期的に IBOの確認を受けます。５年に１度実施される

評価訪問がそれに当たります。学校側は評価訪問に係る費用を負担する必要があります。 

 

1-14. 認定までの学校の宣伝 

 

本章では認定までのプロセスを説明しました。学校は認定までの過程で関心校→候補校

→認定校と進んでいきますが、昨今、「IB 校を目指す」という文言を学校のホームページ

やパンフレットで掲載し、児童募集を行うケースが散見されており、IBO が事態を懸念し

ています。当然ながら、目指すことは認定を保証するものではなく、事態に遅延や決定的

な変更が出た場合、不利益を被るのは児童、保護者、そして学校です。そのことを念頭に、

宣伝については慎重になるべきだと考えられます。IBO ではスクールインフォメーション

フォームを提出済みで IBプログラムの提供を検討している学校は、現在の学校関係者およ

び関係当局に計画を通知することができます。ただし、学校関係者以外の人が目にする可

能性のある公開ウェブサイト、広告、または学校資料では、IB または IB プログラムにつ

いて一切言及してはなりません。IBO は候補校について以下の宣伝用の定型文を作成して

います。英語原文は、「Required text for candidate schools to use in marketing 

materials」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ibo.org/globalassets/new-structure/become-an-ib-school/pdfs/required-text-for-candidate-schools-to-use-in-marketing-materials2.pdf
https://www.ibo.org/globalassets/new-structure/become-an-ib-school/pdfs/required-text-for-candidate-schools-to-use-in-marketing-materials2.pdf
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候補校用 宣伝用の定型文 

「学校名」は、国際バカロレア（IB）「プログラム名」の候補校（※）です。本校

は、IBワールドスクール（IB認定校）としての認定に向けた申請段階にあります。IB

ワールドスクールは、「質の高い、チャレンジに満ちた国際教育に信念をもって取り

組む」という理念を共有する学校です。「学校名」も、このような教育に取り組むこ

とが、児童にとって大切であると信じています。 

（※）IBの「初等教育プログラム」（PYP）、「中等教育プログラム」（MYP）、「デ

ィプロマ・プログラム」（DP）および「IBキャリア関連プログラム」（CP）の４つの

プログラムを実施することができるのは、国際バカロレア機構に認定された学校のみ

です。候補校であることは、IBワールドスクールとして認定されることを保証するも

のではありません。国際バカロレア機構および IBのプログラムの詳細については、ウ

ェブサイト（http://www.ibo.org）をご覧ください。 
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第２章 費用 

 

本章では費用に係る情報を整理します。各プログラムの運用等に係る費用については、

「Fees and services」より、最新の資料を確認してください。 

 

PYP校として必要な費用項目例 

項目 

候補校申請費用 

候補校会費 

認定校会費 

評価訪問費用 

ワークショップ費用 

 

2-1. 予算措置 

 

IB 校としての予算措置は必要不可欠です。次のことを考慮しながら、予算の準備を行う

必要があります。 

• 年会費の支払いは、日本の会計年度と一致しないため考慮が必要な場合がある。 

• 認定に向けては、校長、PYP コーディネーターおよび PYP に関わる全教員がカテゴ

リー１のワークショップを完了している必要がある。※非常勤教員も計画的に受講

させることが必要である。 

• 認定の際、将来的にどの程度予算措置がされているかについて確認される場合があ

る。 

 

2-2. 支払い方法 

 

 IB への支払いは銀行振込です。振込手数料は学校負担となります。また、請求は原則、

SGD でされるため、予算は多めに準備しておくことをお勧めします（為替レート等による

変動あり）。 

 ワークショップに関する費用は、クレジットカードでの支払いがお勧めです。受講者が

支払いを行うのではなく、学校が行う場合には、学校（もしくは、校長）名義のクレジッ

トカードを持っておくことで、支払い手数料等を節約することができます。

https://www.ibo.org/become-an-ib-school/fees-and-services/


   

 

  8 

 

第３章 コーディネーターおよび教員の育成 

 

3-1. PYPコーディネーターについて 

 

 コーディネーターは、IBの導入を図る際に必要な役職であり、認定校になった後もIBの

運営について最も重要な役割を果たします。コーディネーターは IB に係る全ての関係者

（IBO、学校管理者、教員、児童、保護者など）との間の連絡調整を担うことになります。

IBO とのやり取りは全て英語で行われます。IB の教育理念について精通しているだけでな

く、認定に向けたプロセス、カリキュラムの作成・評価等について十分に理解し、リーダ

ーシップを発揮する必要があります。 

 コーディネーターは、常勤教諭が務めるのが前提ですが、これは、他教員に対して指導

的な立場に立つため、現場を熟知している教員が責任を担うのが望ましいとの理由からで

す。なお、コーディネーターになるためには、IBO が実施するコーディネーター対象のワ

ークショップを、確認訪問時までに受講する必要があります。 

 また、コーディネーターは前述の通り、IBO との連絡調整はもちろん、校内の組織運営

においても中心的立場になるため、持ち時数も考慮する必要があります。学校の規模や方

針によりますが、IB 導入当初は、コーディネーターがクラスの担任も担当する場合もあり

ます。この際気を付けなければならないことは IBO が定めている職責を実際に果たせるよ

うな人員配置を確実に行うことです。コーディネーター業務は片手間で行えるようなもの

ではなく、高度な専門性が求められます。その点も含め、上述の通り持ち時数等も考慮す

る必要があることを管理職は理解しなければなりません。コーディネーターの業務実施に

際する環境整備は努力義務ではなくプログラムの実施要件であることに注意することが必

要です。 

 

3-2. 教員の育成について  

 

 IB教員は、Teacher（教える者）というより Facilitator（促す者）と表現されます。単

に教壇から知識を伝達するのではなく、児童間の議論を促し、アイデアを引き出すことが

求められるからです。IB 教員として認定されるためには、IBO が主催するワークショップ

に参加することが必要です。原則３日間のワークショップ（対面、ヴァーチャル、オンラ

インワークショップがある）に参加すれば、IB 教員として現場に立つことが可能ですが、

教員は、科目ガイドが改訂されるタイミングで、その都度ワークショップに参加する必要

があります。 

 また、プログラムを運営、実施していくために、コーディネーターを中心に管理職を含

めて委員会を立ち上げることが必要です。これは前述したように PLT や CLT という名称で

組織図に掲載することからも、校内の教員全員がプログラムに関わるように組織し、研修

を行い、会議を密にするような体制づくりが必要になります。 
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3-3. 教員の確保について 

 

 IB 教員の養成のための動きも出てきています。現在、国内において IB の教員養成に取

り組んでいる大学は次の通りです。 

• 岡山理科大学 IB教員養成プログラム 

• 関西学院大学 国際バカロレア（IB）教員養成プログラム 

• 国際基督教大学 IB教員養成プログラム 

• 聖隷クリストファー大学 国際バカロレア教員養成プログラム 

• 玉川大学 IB（国際バカロレア）研究コース 

• 筑波大学 教育学学位プログラム国際教育サブプログラム 

• 東京学芸大学 国際バカロレア教員養成特別プログラム 

• 都留文科大学 教養学部国際教育学科 

 

 文部科学省 IB教育推進コンソーシアムでは、こうした大学・大学院を含む大学関係者を

対象に情報交換会を開催するなど、好事例が国内に広がっていくよう協力しています。 

 その上で、我が国の教員免許を持つ教員がIBを教える場合、上記のワークショップやIB

教員養成大学で資格を取得する方法があります。一方で、外国人など我が国の教員免許を

持たない人材を IB教員として雇用し、学習指導要領に位置付けられた教科・科目を担当さ

せる場合は、我が国の教員免許が必要です。IB 科目を学校設定教科として実施する際も、

その内容に最も近い科目の教員免許が求められます。  

その際、是非活用いただきたいのが「特別免許状」制度です。社会人など優れた知識・

経験を持つ人材を対象に、都道府県教育委員会が授与することとなっています。授与に係

る審査基準は、都道府県教育委員会ごとに定められていますが、文部科学省で指針を策定

しています。実際に、札幌市教育委員会ではこの特別免許状制度を活用して外国人の方を

登用しています。特別免許状の活用についての詳細は、文部科学省あるいは各都道府県教

育委員会の担当部署までお問合せください。特別免許状制度の詳細については、文部科学

省ホームページを参照ください。 

 

3-4. 研修について  

 

 ワークショップとは、IB における教員研修のことです。全てのセッションに参加すると、

該当する研修参加認定証が授与されます。通常、１つのワークショップ（対面、ヴァーチ

ャル）は３日間にわたり実施されます。オンラインのワークショップは２～４週間程度と

なります。研修のレベル（参加者による IBの理解度）によってカテゴリー１～３がありま

す。 

 

＜ワークショップの種類（参加必須のもの）＞  

①学校の管理者等を対象にしたワークショップ 

• アドミニストレーターワークショップ⇒人事や予算など、学校経営を担う者を対

象として、IBの理念や学校内の協働方法などについて学びます。 

• コーディネーションワークショップ⇒IB に関する全ての調整実務を担当するコー

ディネーターの育成を行います。 
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②教職員を対象にしたワークショップ 

• 教科別ワークショップ⇒PYP に関するワークショップ（カテゴリー１）を修了すれ

ば、IB 教員の資格を得られます。なお、科目内容が改訂されるごとに受講する必

要があります。参加費に関しては、「Find workshop」から御確認ください。PYP

の場合、最低限参加しなければならないワークショップは以下のとおりです。 

 

ワークショップの種類 

ワークショップの種類 対象者 必要となる時期 

Head of school 校長・副校長・教頭などの学校管理者 候補校申請まで 

Leading the learning コーディネーターとなる者 確認訪問まで 

Building your IB  

Programme: Primary Years 

PYPに関わる全教員がワークショップ

を受講する。※非常勤教員も含む 

確認訪問まで 

 

なお、ワークショップは参加者の経験度に応じて３つの区分に分かれます。（交通費・

宿泊費・ワークショップ参加費用が必要となります） 

 

カテゴリー１ 

申請を決めた学校向けに、専門的能力や支援を提供するもの。原則とし

て、このワークショップを受講すれば、IBの教育者としての資格が付与

される。 

カテゴリー２ 
経験のある IB教育者向けに、プログラムの実施に焦点を当てたフォーラ

ムを提供するもの。 

カテゴリー３ 

経験のある IB教育者向けに、専門的な能力を構成・強化するためのフ

ォーラムを提供するもの。また、候補校申請までにアドミニストレータ

ー対象のワークショップを受講しなくてはならない。 

 

  

https://www.ibo.org/professional-development/find-events-and-workshops/
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第４章 カリキュラム編成 

 

4-1．カリキュラム編成例１ 

 

4-1-1. 学習指導要領との整合性を図る PYPの探究プログラムの作成 

 

PYP では、６つの教科の枠を超えたテーマに基づいた探究ユニットを軸に、一年間のカ

リキュラムを構成する必要がありますが、カリキュラム・デザインの視点から考えると、

多くの学校で行われているカリキュラム編成と大きく異なることはありません。 

 

カリキュラム・デザインの３つの階層と PYPのカリキュラム設計 

 
 

上記に示す通り、カリキュラム・デザインの３つの階層があります。学校の教育理念や

目標を踏まえて、学年間の縦のつながりを確認できるようにするために作成する全体計画

は、探究プログラムである Programme of Inquiry（POI）です。学年ごとの年間の各教科の

学習を、教科横断の視点に立ってつながりを考えながら作成する単元配列表は、Unit of 

Inquiry（UOI）です。それらを軸に置いた各教科の単元計画は、ユニットプランナーの作

成に、それぞれ置き換えると考えられるからです。 

１年をスタートする段階で、PYP の探究プログラムである POI を完成させる必要があり

ます。各学校の全体計画でもありますので、教育目標や目指す子供の姿など踏まえて計画

を立てていきます。POI では、６つの教科の枠をこえたテーマのもとに、各学年の探究ユ

ニットを設計していきます。その際に、各学年のユニットを縦で見て、テーマへの理解が

次第に深まるように設計されているか、ユニットの内容の重なりがないかなどを確認して

いきます。また、各ユニットは、それぞれの学年の学習内容を踏まえて設計していくこと

になります。 

例えば、How the world works（世界はどのような仕組みになっているのか）の探究では、

１年生は、生活科のアサガオの栽培をメイントピックとして、「観察」を探究するユニッ

ト、２年生では、生活科の夏野菜の栽培をメイントピックとして、「生物の知恵」を探究

するユニット、３年生は、理科の身近なエネルギー（風、ゴム、磁石）の学習をメイント

ピックとして、「エネルギーの活用」を探究するユニット、そして、４年生では理科の月

や星の学習をメイントピックとして、「宇宙の仕組みと活用」を探究するユニットを設定
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していきます。IB から示されている各テーマの説明に示される探究領域に沿って、１つの

テーマをいろいろな角度から探究することによって、教科の枠をこえたテーマの概念的理

解が深まるようになっていることが大切です。 

POI には、セントラルアイデアおよび探究の流れ、また、それぞれのユニットで発達を

目指す ATLや学習者像等を書き込みます。全体を通して、Approaches to Learning（ATL）

や学習者像がバランスよく、漏れなく組み込まれているかを確認することも大切です。POI

は、年度の終わりに教員全員で振り返り、改訂していきます。良かった点と改善すべき点

を話し合い、協働で作成していきます。そして、次の年度のグランド・デザインであるPOI

を準備していきます。 

 

教科の枠をこえた探究プログラム（POI） ～PYP校のグランド・デザイン～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一条校において PYPを実践する上で、特に重要だと考えられるのが、UOIを中心に置いた

単元配列表の作成です。これは、POI に組み込む形で作成してもよいと思います。多くの

学校では、教科横断の視点に立って、生活科、総合的な学習の時間を中心に置いて単元配

列表を作成していると思います。同じように、単元配列表の中心に６つの探究ユニットを

据え、各教科をその上下に配置します。ユニットの学習内容に対し、どの教科のどの学習

内容や要素が関わるかをマッピングする形で、一年間の学習内容を俯瞰的に捉えられるよ

うに作成します。そうすることにより、学習指導要領に示された学習内容を確認するだけ

でなく、どのように意味や価値をもって学習することができるかを考えることにつながり

ます。それとともに、教科間の学びのつながりを把握することもできます。 

また、関連して、一条校として学習評価をするための評価規準の作成にもつながります。

それぞれの教科の学習の内容と目標を確認し、それを探究の中で生かすことによって、評

価計画もより明確に立てることができます。 
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探究と教科をつなぐ単元配列表 ～教科の学びを探究で生かす計画の作成～ 
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実際に探究の詳細を決めていくのが、探究ユニットの計画であるユニットプランナーの

作成になります。各教科の単元計画、単元指導案と同じ意味合いのものになります。ユニ

ットプランナーの最初のセクションは、ユニットの概要を示したものです。最初のページ

には、教科の枠をこえたテーマ、セントラルアイデア、探究の流れ、特定概念と付加概念、

ATL、学習者像について、詳しく書き込んでいきます。 

 ２ページ目には、総括的評価課題と評価表、児童の知ることと、できるようになること

をそれぞれ記載していきます。３ページ目には、各教科のユニットにおける役割や、ユニ

ットに関わる学習内容を記載していきます。単元配列表と照らし合わせながら、それぞれ

の教科の単元について、知識・技能、思考力・判断力・表現力、学びに向かう主体的な態

度について確認し、特にユニットにおいて重要となる部分にはハイライトを入れていきま

す。そうすることで、各教科、教科間、教科をこえたつながりを確認でき、さらに各教科

における学習評価も併せて計画することができます。次のセクションでは、実際の計画に

関わる部分を記載していきます。既有知識の確認、形成評価、探究を駆動する発問や機会、

エージェンシー（児童が自ら学びを選択し、意思決定し、責任をもって行動する力）の発

達などについて記載することになります。ここまで決定してから、最後に学習活動につい

て考えていきます。 

 

教科をこえた学びを実現する UOI ～概念的理解を導くユニットプランナーの作成～ 

 
 

 PYP では逆向き設計でゴールから全体を考えていくため、学習活動は最後に決めること

になります。セントラルアイデアに示されるゴールに向かうために、どのような学習内容、

学習体験が必要であるかを考え、探究サイクルに沿って決めていきます。 

 ここまでをユニットが始まる前に作成します。ただし、プランナーはあくまでも計画で

しかありません。探究を進めていく過程で、内容や順序の変更が生じることもあります。

そのために、毎週、担任とコーディネーターがミーティングを行い、子供たちにとってよ

り良い探究となるよう修正をしていきます。最終的には、探究ユニットに関わった教員で
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振り返り、全体の反省を最後のセクションに記入し、次年度の POI を作成する際に活かし

ていきます。 

 

4-1-2. 探究ユニットの設計と実践 

 

 PYP の探究は、概念型カリキュラムです。ゴールである中心的アイデア（セントラルア

イデア）の理解に向けて、トピックとなる学習内容を、特定概念、付加概念といった概念

レンズを通して、客観的・批判的に見ることで、概念的理解へとつなげていく、帰納的な

学び方になります。これは、学習指導要領に示される学び方と重なるものです。学習指導

要領では、それぞれの教科において、学習活動を、教科の見方・考え方を働かせて、概念

として理解することが求められています。さらに、教科横断の視点をもって、カリキュラ

ムをデザインすることも求められていますので、教科の枠をこえた見方・考え方、すなわ

ち、どの教科でも働かせることができる見方・考え方として、PYP の特定概念は機能する

と考えられます。つまり、PYP の学習方法は、学習指導要領で求められる学習と指導を実

現できる有効な学び方であると言えます。 

 

PYPの単元および授業設計における考え方 

 
 

PYP探究ユニットの実践例（低学年） 

対象学年 第１学年 

教科の枠を超えたテーマ 
How the world works 

世界はどのような仕組みになっているのか 

セントラルアイデア 観察は自然の様子や変化に気づかせてくれる 

探究の流れと特定概念 

1 機能 観察の仕方 

2 視点 観察の視点 

3 変化 観察を通してわかる成長と変化 
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ATLスキル 

・リサーチスキル：観察したことを、絵、メモ、

図、数量、文章、画像とその注釈を使って記録す

る。 

・コミュニケーションスキル：観察して分かったこ

とを友だちや家族に伝える。 

学習者像 知識のある人 

 

 １年生の生活科では、アサガオの栽培活動が多くの学校で行われていると思います。５

月から６月にアサガオの種を渡し、鉢に土を入れ、植え方を説明し、水やりを忘れずにす

るように子供たちに伝えます。子供たちはアサガオの芽が出るのを楽しみにしながら水や

りを続けます。 

 しかし、子供たちは本当にアサガオを育てることに価値や意味を感じているでしょうか。

なぜなら、これらは全て「与えられた学び」であるからです。その証拠に、私の経験では、

水やりを忘れたり、やらなかったりする児童が少しずつ増えていきました。 

学びにおいて大切なことは、子供たち自身が学びに対して責任を持ち、意味や価値を感

じながら学ぶことです。そこで、アサガオの栽培をトピックに、「観察の価値」を確かめ

るという子供たち自身が解決すべき問題として取り組めるように、生活科単元を軸におい

た探究のユニットとして計画しました。 

 

生活科単元を軸においた探究のユニット例 

 
 

＜導入（Tuning in）＞ 

 PYP の探究ユニット導入にあたり、生活科の単元学習からアプローチを大きく変更しま

した。生活科の評価規準では、例えばアサガオの栽培を通して、以下のような知識・技

能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度を育成すると示されています。 
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【知識・技能】 

 アサガオを栽培する活動を通して、植物も自分たちと同じように生命を持って成長して

いることや、成長や変化の特徴に気付いている。 

【思考・判断・表現】  

 アサガオを栽培する活動を通して、育てている植物の事を知り、より良く育つための世

話を工夫し、植物の変化の様子や成長の喜びを自分なりの方法で表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】  

 アサガオを栽培する活動を通して、きれいな花を咲かせたいと願いながら、植物に親し

みをもって大切に育てようとしている。 

 すなわち、生活科単元では、アサガオの種を植えて育てることを前提としています。そ

こで、このアプローチを変え、アサガオの種を植えることを伝えずに探究をスタートしま

した。 

 まず、種を配布し、これは何なのかという問いから始めました。種を観察し、アサガオ

の種とよく似た特徴があるとわかったところで、「本当にアサガオなのかな。」と問いか

け、それを確かめることを子供たち自身の解決すべき問題としました。 

 

＜展開（Finding out → Sorting out）＞ 

 育てて観察することを、自分の問題を解決するために必要な学びであると感じた子供た

ちは、アサガオであると仮定して、種の植え方や育て方を調査しました。そのため、教師

側からは一切、植え方も育て方も指示をせず、必要なものがあると言われたときに準備す

るだけにしました。 
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 国語の教材にも観察を扱ったものがあるため、それを活用し、観察の視点や方法を学ぶ

と、子供たちは、日々変化していくアサガオの様子を定期的に記録するようになりました。

まだ、国語では平仮名の学習をしているところでしたが、観察カードを書くために平仮名

を覚えることは必要なタスクとなり、学習した平仮名を使って書くことで、平仮名の定着

度も向上しました。 

 毎日その変化を確かめようと、子供たちは朝も帰りもアサガオの様子を確かめに行きま

した。変化を見つけては記録し、アサガオの特徴と合っているかどうかを確かめました。

花が咲き、その特徴からクラス全員で、「アサガオだった」と結論を出してからも、子供

たちは、観察を続け、変化を探し続けました。 

 
 

＜概念的理解（Making conclusion）＞ 

 この探究を通して、子供たちは、植物の様子や変化、また、変化の順序や植物のサイク

ルにまで気が付くことができました。そして、観察することによって詳しく知ることがで

きたと実感していました。自然の仕組みを理解するうえで、観察は有効な方法であり、観

察には様々な視点があることを理解できました。 

 総括的評価課題として、自分の観察カードを振り返り、様子や変化について伝える説明

文を作成しました。国語で学習した説明文の型を使って、観察から分かったことを文章に

して表現しました。 

 セントラルアイデア、また、教科の枠をこえたテーマについて、その子供たちの発達段

階に合わせた概念的理解に辿り着くことをゴールとしますが、当然、先に示した生活科の
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評価規準に示された理解をしていることが前提となります。アサガオの栽培を通して、特

徴や変化に気づくこと、よりよく育つための栽培方法や世話の仕方を自分たちで考え、実

践し記録したこと、そして、最後まで栽培に関心を持ち、観察を続けながら大切に育てた

ことから、十分に到達することができていたと考えられます。また、各教科の学習に、意

味や価値を持たせることにもつながっています。国語の文字や説明文の学習や、算数の数

の数え方の学習は、探究の中で活用することにより、学びの文脈の中で、探究をより良く

進めるために必要だと感じながら学ぶことができていました。 

 PYP の探究は、教科の枠をこえた学びですが、教科の学びが重要な役割を果たします。

そして、各教科の学びを概念的理解に向けて活用、発揮していくことで、教科の垣根をこ

えて横断的に学ぶことができる有効な学習方法であると考えられます。  



   

 

  20 

 

4-2．カリキュラム編成例２ 

 

4-2-1. 学習指導要領との整合性を図る～PYPの探究プログラムの作成～ 

 

６つの教科の枠をこえたテーマに基づいた探究ユニットを軸に、一年間のカリキュラム

を構成しています。これは、多くの学校で行われているカリキュラム編成と大きく異なる

ことはありません。当然ながら教育目標や目指す子供の姿などを踏まえて計画は立てます

が、加えて学校長が示す教育方針も含めながら作成をしています。この教育方針の違いが

各学校での POI の違いに結び付くのだと思います。また一条校の PYP 校において各学年の

探究ユニットを設計する段階に重要になるのが学習指導要領の存在です。日本型教育の中

に IB の考え方を導入しようとするとどうしてもこの学習指導要領を無視するわけにはいき

ません。従来、学習指導要領は各教科の内容を系統的に構成し、子供の発達段階に応じて

有効に学べるように研究されています。そのため IB で重視される教科の枠を超えた探究プ

ログラムという視点でユニットを作成しようとすると、系統的に構成された内容をどのよ

うな配置でどのように構成したらよいのかが大きな問題になってきます。POI では、セン

トラルアイデアや学習者像等に加え、探究の流れや ATL など、IB 独自のカリキュラム構成

に必要な要素を使って作成しなくてはいけません。このように学習指導要領との整合性が

一条校でのカリキュラム編成においては重要な視点になるのです。具体的には各教科の学

習を、教科横断の視点に立ってつながりを考えなら単元の配列表を作る必要があり、それ

は UOI を軸にどのような意味や価値をもってつなげていくかを十分に検討して作成します。 

 

①教科の枠をこえた探究プログラム（POI） 
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教科の枠をこえた探究プログラム（POI） 

IB では教科の枠を超えた探究プログラム（POI）の作成にあたってはどのような探究が

望ましいか明確に定義を打ち出しています。「学習と指導」の手引書によれば、「教科の

枠を超える」意味について３種類の学習に分けて定義しています。 

一つ目が Interdisciplinarity（学際性）です。これは「知識、方法、概念、モデルを

一つの学問領域から別の学問領域へつなぎ、転移すること」としています。ある教科の学

習内容が他の学習内容と結びついて新しい知見が得られるようなものです。それを IB では

料理に例えて「シチュー」のようだとし、材料を部分的に見てとれる学びとして「学際的

な学び」と呼んでいます。 

二つ目は、Multidisciplinarity（多領域性）です。「一つの学問領域だけでなく、複

数の学問領域を同時に」学ぶことです。これは学問領域の境界は存在し、料理で例えるな

ら「ミックスサラダ」と紹介しています。つまり、サラダという一つの料理の中に材料は

別々のままで個別に見てとれるようなものとして、これを「多教科的な学習」と呼んでい

ます。それは教科内容とスキルで始まり、終わるものと同様だと説明しています。日本で

は総合的な学習の時間などで一時期注目されたクロスカリキュラムに近いものとして考え

ると分かりやすいかもしれません。 

三つ目は Transdisciplinarity（超領域性）です。「学問領域間にあり、様々な学問領

域を横断し、かつ同時に全ての学問領域をこえるもの」と定義しています。それはもはや

学問領域の区別は不可能であり、例えるなら「ケーキ」のように材料の形は、既に出来上

がった時は異なるものに見えます。 

IB が目指す教科の枠を超えたプログラムとは基本的に三つ目の「超領域性」のような探

究学習が望ましいということが手引書からも読みとれます。前述のように学習指導要領を
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学ぶ必要がある一条校においては、この超領域性の学習を作ることは容易なことではあり

ませんが、カリキュラム構成の工夫によっては、なんとか近づけることも可能ではないか

と考えています。 

以下では、これらの定義をもとに作成した POIを紹介します。これは 2024年度版の１～

３年生の６つのユニットを一年間分として配置したものです。各学年別に色分けをして見

やすくしているほか、実施期間なども明記して活動への目安をもって取り組むようにして

あります。 

 

②教科をこえた学びを実現する UOI 

ここでは、➀で説明したような探究学習の種類と定義を意識しながら作成した UOI を例

として紹介します。ユニットも他の一条校と同様に各教科のどのような内容を探究学習と

結びつけていくかを考慮しながら作成されています。 

 

＜Multidisciplinarity（多領域性）としての探究学習＞ 

一つ目は 2024 年度の UOI で本校の代表的なユニットである「スポーツプロジェクト」の

ものです。 

このユニットのタイトルは１年から６年まで共通で、学習内容も「スポーツ」を視点と

して構成されています。ただし、当然のことですがセントラルアイデアや学習者像は学年

によって異なり、学年別に異なる学習が行われます。次の表は６年生のプランナー例です。 

この探究学習のスタイルは先の定義から考えると各教科の学習内容がはっきりしていな

がらも、スポーツのフェスティバルという大きな活動へと向かっていくことから本校では、

Multidisciplinarity（多領域性）の学習であると捉えています。関連概念と教科の項目に

あるように、理科や社会、国語という教科の内容を学習指導要領とつなげて探究するよう

にしています。 

Transdisciplinarity（超領域性）としての探究学習 
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4-2-2. PYP探究ユニットの実践例 

 

 2022 年に金融教育をテーマに行った Transdisciplinarity（超領域性）の探究学習の実

践例を紹介します。一見すると社会科の内容のようですが、実際の活動は金融をテーマに

した活動になっており、教科としては明確に分類できない内容になっています。具体的に

は、お金の計算やお店の看板制作、野菜づくりなどが行われ、最終的には野菜販売という

活動に集約されています。この項目では、各学年の UOI（旧型）をもとに子供の姿も交え

て紹介します。 

 まずは、各学年でどのような活動を行ったのかを示します。下の図はこの教育で目指し

た子供たちに身に付けさせたい力です。この図だけでは日本型教育の内容に見えますが、

このような基礎的な研究内容がもとになってプランナーが作成されました。この方向性が

明確であったからこそ、当時、教師は何を目指すかが分かり、PYP としてのプランナー構

成もしやすかったと思います。学習指導要領の内容との結び付きを考えたときにこのよう

な研究構造を示す図を先に作っておくとユニットシートも少しは楽に作成できるかもしれ

ません。次に全校で取り組んだ金融教育の活動からユニットとの結びつきを考えてみます。 

 

Reflecting and Planning の例 

 
 

 上図のように各学年では金融という全校テーマが設定されているものの活動が全く異な

るものが計画されています。さらに具体的な教科の枠というものが活動全体を通しても見

えにくいものであったため Transdisciplinarity（超領域性）の探究学習として考えやす

いものだったと捉えています。 
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 次に４年生の「野菜販売所づくりに挑戦」という活動を具体的に紹介したいと思います。 

 

４年生の「野菜販売所づくりに挑戦」 

＜導入（Tuning in）＞ 

 子供たちの農業に関する意識の調査から導入しました。まずは農業に対するイメージを

聞いた上で、実際に若くして農業を営んでいる方の話を聞くところからのスタートでした。

一般的に農業の学習では農業の衰退などの社会現象をもとにすることが多いですが、農業

そのものに対するイメージから導入し、自分たちの年齢に近い農業経営者の話から、「た

いへんそうなイメージしかないのに、どうして農業をやるのだろうか」という素朴な疑問

を抱き探究活動がスタートしました。 

いろいろと考えてはみたものの、最終的には「実際に農業をやってみないと分からない」

という結論になり、農業経営者の畑をお借りして自分たちで野菜を作る活動へと徐々に発

展していきました。 

 

 
 



   

 

  25 

 

 
 

＜展開（Finding out → Sorting out）＞ 

 まず学校の畑で自分たちで夏から秋にかけ

て収穫できる野菜（ナス、トマトなど）を作

ってみました。しかし、作り方のコツも分か

らず草や虫害での生育不足を経験したため、

最初に話を聞いた農業経営者の方によりよい

作り方をレクチャーしてもらいました。する

と追肥や枝の剪定などを学び、生育の良い野

菜をたくさん収穫できるようになりました。 

自分たちで食べきれないほどになったこと

から、販売方法を考えました。結果毎日スー

パーに持っていくことも不可能なことから自

分たちで学校に無人販売所を設置して販売し

たらどうかという結論になりました。目的も

持った子供たちは各自で販売するための係を

立ち上げ、販売所を制作し、金銭の計算や出

納帳のつけ方、値段設定、流通の仕組みを学

んでいくことができました。 

野菜は、学校近くの方や保護者に呼びかけて販売することができ、毎日完売になりまし

た。 
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＜概念的理解（Making conclusion）＞ 

 最終的にはこの活動を保護者の皆さんに参観日に来ていただき、そこでも販売活動を行

いました。この活動を通して農業という労働の苦労や工夫だけでなく、その仕事の大切さ

を知ることができました。 

 さらに、様々な原材料が世界の出来事と結びついていること、販売しても収益は原材料

費に対しては黒字になったものの人を雇用することは難しいという内容まで理解を深める

ことができました。無人販売所の制作や経営活動を通し、社会的なことだけでなく国語や

算数、理科や家庭科などの教科要素を含んだ活動が様々な形で展開されました。 

 「価値は各々の社会的背景により変化する」というセントラルアイデアに触れる機会が

多くあったと思っています。このように教科の枠にとらわれない大きなテーマ（今回なら

金融）を設定し、教科内容がどのように結びつくかを考慮しながらプランニングすること

で、IBが求める探究学習に近づいていくのではないかと考えます。 
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4-3．カリキュラム編成例３ 

 

4-3-1. 学習指導要領との整合性を図る探究プログラムの作成 

 

 英数学館小学校の教育は、英語イマージョン教育と国際バカロレア（PYP）教育という二

つの柱で構成されています。多くの PYP 認定校が日本語でプログラムを実施する中、本校

のアプローチは極めて異色であると考えています。しかしながら、学習指導要領を遵守し

つつ、主に英語で PYP を中心とした探究プログラムを設計しました。教科と教科をつなぐ

POI（探究のプログラム）の作成は、非常に骨の折れる作業でした。 

以下に、本校の POIの一部をご紹介します。 

POI は、６つの超分野的テーマに沿って、６学年分の探究テーマをバックキャスト（逆

向き設計）で作成します。例えば、『私たちは誰なのか（Who we are）』のテーマでは、

１年生が家族や友人について探究する一方で、６年生では社会や世界へと探究内容が広が

るように設計されています。実際に、本校の他のテーマについても例をいくつか挙げてみ

ます。 

 

＜１年生＞ 

テーマ：Where We Are in Place and Time（私たちはどのような時代と場所にいるのか）  

セントラルアイデア：公共の空間は、人々がつながる機会を提供する 

主要概念（Key Concepts）：Form（特徴）、Connection（関連）、Function（機能） 

探究の流れ（Lines of Inquiry）: 

• コミュニティにある様々な公共の空間（特徴） 

• 公共の空間がコミュニティの人々にどう役立つか（機能） 
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• 人々はどのように様々な場所を利用するのか（関連） 

＜２年生＞ 

テーマ：Where We Are in Place and Time（私たちはどのような時代と場所にいるのか） 

セントラルアイデア：「お祝い」は、共有された信念や価値観を反映する 

主要概念（Key Concepts）：Form（特徴）、Causation（原因）、Connection（関連） 

探究の流れ（Lines of Inquiry）: 

• お祝いとは何か（特徴） 

• 人々はなぜ祝うのか（原因） 

• お祭りの意味と特徴（関連） 

 

＜３年生＞ 

テーマ：Sharing the Planet（この地球を共有するということ） 

セントラルアイデア:人々は、様々な方法で自然環境と相互に作用し合い、利用し、尊重す

る 

主要概念（Key Concepts）：Responsibility（責任）、Connection（関連）、Change（変

化） 

探究の流れ（Lines of Inquiry）: 

• 過去を知るための方法（変化） 

• 環境の中にいる生き物（関連） 

• 地域の環境に役立つまたは害となる行動（責任） 

＜４年生＞ 

テーマ：How We Organize Ourselves（私たちは自分をどう組織しているのか） 

セントラルアイデア：コミュニティは、人々のニーズに合うように考案された相互接続の

サービスを提供する 

主要概念（Key Concepts）：Responsibility（責任）、Change（変化）、Connection（関

連） 

探究の流れ（Lines of Inquiry）: 

• 災害と事故 

• 災害に対する備えと事故の防止（変化） 

• 安全を守る緊急対応サービス（責任） 

• 緊急対応サービス間の連携（関連） 

＜５年生＞ 

テーマ：How the World Works（世界はどのような仕組みになっているのか） 

セントラルアイデア：天候が人々の生活や環境に影響を及ぼすことがある 

主要概念（Key Concepts）：Causation （原因）、Change （変化）、Responsibility（責

任）  
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探究の流れ（Lines of Inquiry）： 

• 天気が変化する要因（原因） 

• 天気が環境に及ぼす影響（変化） 

＜６年生＞ 

テーマ：Where We Are in Place and Time（私たちはどのような時代と場所にいるのか） 

セントラルアイデア：文化や社会の間の相互関係には様々な特徴がある 

主要概念（Key Concepts）：Perspective（視点）/Form（特徴）、Causation（原因）、

Change（変化） 

探究の流れ（Lines of Inquiry）: 

• 世界中の文化や社会（視点、特徴） 

• 社会を形成する思想や技術の効果（原因） 

このように、学年が上がるにつれて概念の形成に基づきテーマの対象が広がっていくよう

に設計しています。本校では、学習指導要領に準拠する形で各ユニットを設計しており、

探究学習を以下のように実施しています。 

• １～２年生：生活科の時間をベースに、算数や国語などの時間も活用しながら、そ

れぞれのテーマに沿った教科横断型の学習活動として UOI を実施しています。 

• ３～６年生：総合的な学習の時間をベースに、理科や社会といった教科の中から関

連する領域を選びながら、６年間のユニット設計を行っています。 

 

また、本校は英語イマージョン教育を導入している関係上、外国人教員や担任と週１

回、学年ミーティングを実施し、ユニットの進行状況を確認しながら、相互にフィードバ

ックを行っています。多忙な教員同士が意見を交わす時間を確保することは容易ではない

ため、週に１日、児童が早く帰る日を設け、全体の PYP ミーティングを行う時間を確保し

ています。 

 

➀PYPに求められる５つのスキル（学習へのアプローチスキル） 

UOIの探究活動を通して、児童が獲得することを目指す５つの ATLスキルがあります。こ

れらのスキルは、個々の児童によって習得度合いに差が見られる上、定量的な評価が難し

い定性目標であるため、その習得度を測ることは容易ではありません。しかしながら、PYP

プログラムを実施している全ての学校が、これらのスキルの育成を重要な目標として掲げ

ています。なぜなら、これらのスキルは子供たちが成長し学習を深める中で、そして将来

社会に出てからも常に求められる汎用的な能力であるからです。そのため、これらのスキ

ルが自然に育まれるようなユニットプランを設計し、探究学習を進めていくことが不可欠

となります。 
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PYPに求められる５つの ATLスキル 

 

 

②国際バカロレア 10の学習者像 

IB では PYP・MYP・DP を通して理想の学習者像の定着を目指しています。この学習者像

も定性目標なので、数値化などできず、生涯学習のベースとなるものです。本校では学習

者像の浸透・定着に向けて以下のような活動をしています。 

 

10の学習者 
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＜毎週の学習者像＞ 

 各クラス、朝の会と帰りの会で目標とする学習者像について意識づけと振り返りを行っ

ています。 

＜毎月の学習者像＞ 

 毎月の集会で各学年が目標とする学習者像についての発表をしています。児童間で生活

上の指導が必要な場合、例えば喧嘩が起きた場合など「あなたのその行動・言動は思いや

りがありますか？」「あなたのその行動はオープンマインドですか？」など常に学習者像

を思い起こし、いつも身近に考えるよう指導をしていきます。 

 

特定概念（Specified Concepts） 

 
 

 これらは、高次思考をサポートし、セントラルアイデアに関連する知識を様々な方法で

検討するための視点を提供するものです。７つの特定概念はユニットプランにバランスよ

く組み込む必要があります。これは学習者像についても同様です。私が先にお示ししたユ

ニットプランには、これらの特定概念が含まれています。 

 

＜英数学館小学校 探究モデル図＞ 

本学では、児童と保護者が探究学習を理解し

やすいよう、右のサイクルをモデルとして提示

しています。 

学習はまず、児童が「疑問を持つ」ことから

始まります。その疑問から「調べる活動」へと

移行し、自身の疑問（仮説の誤りなど）から

「発見」をします。そして、実験や調査を通じ

て疑問を解消していきます。最終的に「振り返

り」を行い、自己の学びを深め、次の学習へと

つなげます。この探究サイクルを繰り返し行う

ことで、UOIを推進しています。 



   

 

  32 

 

4-3-2. ユニットプラン実践例 

 

＜６年生＞ 

テーマ：How the World Works（世界はどのような仕組みになっているのか） 

探究のテーマ：科学原理の理解を人間がどのように利用しているか 

セントラルアイデア：人類は発見した原理を活用し、より良い未来を創造するための知恵

を生み出す目指したい子供の姿（ゴール）：このユニットを通して、子供たちは科学原理

が日常生活にどのように応用されているかを理解し、持続可能な未来のために新たな技術

や解決策を考案できるようになることを目指します。 

 

探究の流れ（Lines of Inquiry）： 

Line 1：身近な科学原理とそれを活用した道具や技術の探究 

探究の視点：原因から変化へ  

• 原理の発見：「それってどうしてそうなっているの？どんな仕組みでそうなる

の？」 

• 原理の活用（応用）：「それを使って何がつくれるの？」 

Line 2：人々の知恵の探究  

探究の視点：より良い未来を創造する視点 

• 「原理をどうやって利用する？私たちの生活のどの部分に活かされているの？」

（例：熱エネルギーでお湯を沸かす、洗濯機がなぜ動くのか、冷蔵庫はなぜ冷える

のか） 

• ATLスキル（Approaches to Learning Skills）： 

o コミュニケーションスキル  

▪ 「聞くスキル」：相手のものの見方や考え方に積極的に耳を傾け、

必要に応じて説明を求めることができる。 

⇒どこに注目して聞くべきか、友だちから得た情報を次の学びのど

こに活かすのかを意識し、互いに聞き合う活動を工夫する。 

▪ 「解釈するスキル」：イメージしていることと言語がどのように相

互作用してより良くアイデアを伝えるのか理解する。 

⇒原理を知恵に応用する際、どの原理をどのように理解し、それを

転移させるのかを、絵や動き、文章などで正確に伝えられるように

工夫する。 

▪ 「話すスキル」：アイデアや知識について、仲間や教師と討論・協

議する。相手意識を持って、自分の見つけた原理や作り出した発明

について詳しく説明する。 

⇒自分が取り組む探究活動にも、相手が取り組む探究活動にもそれ

ぞれ関心を持って耳を傾け、相手の探究が深まるような質問や適切

なアドバイスを行う。 
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第５章 学内外コミュニティとの連携 

 

5-1. 学内外コミュ二ティーとのあり方 

 

PYP の探究をより良いものとするために、学校コミュニティ、そして学校外のコミュニ

ティとの連携が大切になります。といっても、特別なプログラムを組むというわけではな

く、保護者に協力していただいたり、社会科見学に行ったり、地域の企業や公共団体に学

びに関わっていただいたりするといった、これまでの学校教育の中で行われてきた関わり

が大切です。ただ、PYP において欠かせないのは、学びに深く関わっていただけるよう

に、事前に子供たちの学びについて知っていただき、学びの文脈の中に入り込んでいただ

くように計画することです。つまり、学習者の一人として、共に学びに関わっていただく

ことが重要です。 

導入の段階や、視点を変える機会、概念的理解を導く段階において、専門家の話を聞い

たり、本物に触れたりすることは、子供たちにとって、学びを深める重要な機会となりま

す。探究を計画する段階で、どのような連携が可能か、学びを発展させる可能性があるの

かを模索し、協力依頼をし、ミーティングを重ねていきます。事前、当日、そして、事後

の関わりまでを考えていきます。 

 

5-2. 学内外コミュニティとの連携の事例 

 

①地域の一般社団法人との連携 

＜３年生＞ 

テーマ：Where we are in place and time（私たちはどのような場所と時代にいるのか） 

セントラルアイデア：周囲の環境を生かしてまちはつくられる 

 

 ３年生の社会科の「わたしたちのまちと市」を軸とした地域学習のユニットにおいて、

学校のある草薙の町づくりを担う団体との連携をしました。 

このユニットは、身近な地域の人々の生活と地理的環境を関連付けながら、課題を把握

し、その解決に向けて社会への関わり方を考えるユニットです。学びの文脈において、必

要性を感じながら方位や記号などの事実的知識や地図の読み取りなどの技能を学び、それ

を活用しながら身近な草薙のまちの現状を把握し、良い点を確認するとともに、より良い

まちにするための課題を明らかにしていきました。 

このユニットでは、ユニットの初めから草薙のまちづくりに取り組む一般社団法人草薙

カルテッドと協働し、ユニットの初めから最後まで学びに関わっていただきました。ユニ

ットの序盤では草薙のまちの特徴について話をしていただき、中盤ではまちづくりとはど
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ういうことか、誰がまちづくりを担うのかといった話をしていただきました。総括的評価

課題では、３年生でもできる「まちづくり」の提案を作成し、草薙カルテッドの働きかけ

で、市職員や自治会長、商店街の方を招き、まちづくりのアイデアを伝える機会を設ける

ことができました。自分たちもまちに関わり、まちをつくる一人として社会参画する価値

を学ぶことができました。 

 

②地域企業との連携 

＜４年生＞  

テーマ：Where we are in place and time（私たちはどのような場所と時代にいるのか） 

セントラルアイデア：地域の特徴が文化を創り続ける。 

 

４年生の社会科「わたしたちの県」を軸に、地理的な特徴と文化的な背景によって、そ

れぞれの地域に発展する産業が決まり、その産業の発展が地域を特徴づけ、文化を形成す

ることを概念的に理解することを目指したユニットです。 

このユニットの導入で、静岡県の主要な産業であるプラモデルの生産を行っている株式

会社青島文化教材社と連携し、プラモデルがなぜ静岡県の主要な産業となったのかを、地

理的な特徴と歴史的な背景からお話をしていただきました。また、講演の後、実際にプラ

モデルを組み立てるプログラムを準備していただきました。同じく静岡県の産業である雛

人形のプラモデルに、お茶染めの布の衣装、襟の部分は実際のひな具と同じものが組み込

まれており、静岡には様々な産業が発展していることを教えていただきました。 

 この導入をいかして、静岡県の地理的な特徴を確かめ、静岡県ではどのような産業が発

展しているのか、また、なぜその産業が始まり、今も、これからも続いていくのかを地理

的特徴と歴史的、文化的な背景と関連付けて確かめることができました。 
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第６章 PYP の評価 

 

6-1. PYPにおける評価の目的 

 

PYP における評価の目的は、学習と指導の両方に情報をもたらすことです。児童の学習

についての情報を収集・分析し、それを指導において活用することで、児童のより良い学

びを促進することにつなげていきます。そのために、学習後の成果だけを問うのではな

く、学習のプロセスの様々な段階で、児童が何を知っているか、何を理解しているか、何

ができるのかといったことを特定していきます。それを児童や保護者と共有し、次のステ

ップにつなげていくことが、評価の価値になります。 

「学習と指導」（IBO,2018）によれば、効果的な評価は、児童、教師にとって次のよう

な効果をもたらすと示されています。 

 

1. 児童：能動的に評価に関与し、建設的なフィードバックを受けて行動に移すこと

で、自己調整のできる効果的な学習者になる。 

2. 教師：児童が何を知っているのか、そして、何ができるのかを継続的に学ぶこと

で、より効果的な指導を行うことができる。 

 

 このように、児童の学びの促進に向けて学習と指導の両方に意味のある評価であるべき

なのです。つまり、学習指導要領でも言われる、学習者のための評価の具体であると考え

られます。 

 

6-2. 評価内容と方法 

 

評価すべきことは、①概念的理解、②ATL、③知識、④学習者像の発達などが考えられ

ます。そのために、評価規準は、常に児童と共有しておくことが大切になります。静岡サ

レジオ小学校では、探究ユニットをスタートするときに、ポスターの形で Unit の評価規準

を示すようにしています。それぞれの評価規準については、課題や活動にむけてルーブリ

ックを作成し、その段階に示される Aの到達度を目指して取り組むように促します。 



   

 

  36 

 

「学習と指導」（IBO,2018）には、PYP の評価は、下記の図に示される通り、４つの領

域が示されています。それは、学習のモニタリング、記録、測定、報告です。そして、そ

れぞれの領域における評価が、学習と指導の両方に機能することが求められています。 

 

その中でも、特に重視されているのが、学習のモニタリングと記録です。モニタリング

に使われる方略としては、観察、問いかけ、ディスカッション、協働学習などがあります

が、本校で最も重視しているのが振り返りとフィードバックです。 

形成評価段階において、様々な学習の証拠を残していく際に、自己評価と振り返りを記

録させていくことで、児童は、今自分が分かっていること、できるようになったこと、そ

して、次に何をすべきかを把握できるようになります。また、その自己評価や振り返りに

対して、教師が次のステップに進むためのフィードバックやフィードフォワードを返すよ

うにします。児童の学びを把握し、それぞれの学びの段階に応じて、自己調整のためのヒ

ントとして、口頭で、またはコメントの記入の形で返していきます。結果として、フィー

ドバックやフィードフォワードを受け、それをもとに、児童それぞれが学習目標や計画を

立て、実践し、振り返ることで、個別最適な学びにつながると考えています。 

測定については、課題や活動については、ルーブリック表を用いることが多いです。児

童は、ルーブリックをもとに、自己評価を重ねることで、自己の学びを振り返り、今わか

っていること、できるようになったこと、そして、次にわからなければいけないことを把

握していきます。形成的評価課題では、教師のルーブリック評価も一つのフィードバック

であり、学習を促進するものになります。総括的評価課題は、当然、ルーブリックに従っ

てユニット全体の学びの到達度を測るものとなりますので、そこまでの形成的評価におけ

る評価が重要になります。 
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「今日のふりかえり」児童の記述例 

 

 

また、本校は教科の知識・技能を測定するために、市販のテストも活用しています。教

科の学習の到達度を測ることが目的ではありますが、探究のプロセスにおいては、テスト

も形成的評価の一つですので、そこで得た知識・技能を探究において活用・発揮できるよ

うにデザインしていきます。 

報告に関しては、従来の通信表と、ユニットについてのレポートを出しています。通信

表に関しては、左側を学習評価、右側を学習者像評価としています。左側の学習評価につ

いては、文部科学省から出されている３観点について、学習の評価をしています。右側

は、学期で特に頑張った学習者像について、児童の自己評価と、それを受けた担任からの

コメントで構成しています。ユニットについては、それぞれのユニットの概要、学習者像

の発達、ATL の発達、概念的理解について文章で伝えています。報告は、児童、教師、保

護者をつなぐ大切なものであり、学校コミュニティ全体として児童の学びの促進に関わる

ための重要な情報となります。 
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通信表とユニットレポートの例 

 

〈PYPの評価を通して> 

①PYP における評価方法の多様性 

1. ルーブリック評価：形成的な評価を重視し、児童と教師が成長を多角的に捉える。 

2. 自己評価：児童自身が学習プロセスを振り返り、主体的な学習を促す。 

3. ピア評価：児童同士で他者の良さを認め、自分の学びに生かす。 

4. レポート（通知表）： IB 教育の理念と学習指導要領に示される内容の評価との整

合性を図るために、それぞれの学校独自のレポートを作成する。 

②評価を通して得られる効果 

1. 児童の成長：児童の思考力、判断力、表現力、国際的な視野が養われる。＝深い学

び 

2. 保護者の理解促進：IB教育の理念を理解し、子供の成長を多角的に捉え、学びに関

わり、学びの促進者となる。 

3. 教員の専門性向上：評価に関する深い理解と、児童への効果的なフィードバック能

力が向上する。 

 

6-3. 評価方法の実践における課題と工夫 

 

① 学校独自の評価規準の作成の必要性：一条校として、IB の理念に基づいた評価規準を

設ける一方、従来の教科評価とのバランスをとる必要がある。 

② 保護者への説明と理解促進：IB 教育の評価について、保護者にわかりやすく説明し、

理解を得るための工夫と機会が必要である。 

③ 教員の負担軽減：IB 教育の導入に伴い、教員の負担が増加するため、評価方法の効率

化が求められる。（特にレポート作成について） 

④ 児童の学びに対する主体的な態度の育成：児童が主体的に学習に取り組めるよう、自

己評価を重視し、フィードバックを効果的に行う必要がある。＝評価の捉え方の転換 
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探究ユニットの総括評価課題で使用した評価規準の例 

セントラルアイデア（概念的理解）と ATL（コミュニケーションスキル）の評価 

 

 なお、上記のルーブリックは、国語の学習における評価とも重なるため、国語の教科と

して下記の評価にも活用ができます。 

 

1. 「たんぽぽのちえ」 

【知・技】 

• 順序など情報と情報との関係について理解している。 

【思・判・表】 

• 「読むこと」において、時間的な順序などを考えながら、内容の大体を捉えている。 

• 「読むこと」において、文章の中の重要な語や文を考えて選び出している。 

2. 「かんさつ名人になろう」 

【知・技】 

• 身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で使っている。 

【思・判・表】 

• 「書くこと」において、経験したことから書くことを見つけ、必要な事柄を集めた

り確かめたりしている。 

• 「書くこと」において、事柄の順序に沿って簡単な構成を考えている。 

【態】 

• 書くために必要な事柄を積極的に集めたり確かめたりし、今までの学習をいかして

観察記録文を書こうとしている。 

3. 「こんなものみつけたよ」 

【知・技】 

• 句読点の打ち方、かぎ（「 」）の使い方を理解して文や文章の中で使っている。 

【思・判・表】 

• 「書くこと」において、事柄の順序に沿って簡単な構成を考えている。 
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• 「書くこと」において、文と文の続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かる

ように書き表し方を工夫している。 
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第７章 認定後に必要なこと 

 

 確認訪問を終え、正式に IB World School として認定された後は、それぞれの学校の環

境に合わせた実践環境を整えていくことになります。PYP を本格的に実践していくうえで、

IBO から求められる要件を各学校で満たしながら、どのように学校の実践を発展させるか

を考えることになり、各学校の独自性と具体的なプランニングが試されます。 

 認定後、５年ごとに（初回は４年）IBO による評価訪問を受けることになります。評価

訪問を受けるまでに、様々な取組を行い、学校コミュニティ全体として理解を深めながら

準備を進めます。 

 以下、初回の評価訪問に向けて必要と考えられるプロセスを挙げます。詳しくは IB 文書

「プログラム評価の手引き」を参照してください。 

 

①PYP のプログラム実践 

認定校として、本校は PYP の基準を満たしつつ、園児・児童のためにより良い探究学習

を提供できるよう、学校全体でプログラムの実践に取り組んでいきます。特に一条校にお

いては、学習指導要領との整合性を図り、教科学習の領域の充実を図りながら、各学校の

文化を反映した PYPの実践が求められます。 

このプロセスにおいて、以下の点に重点的に取り組み、PYPへの理解を深めます。 

• 学習指導要領の指導事項と PYP の要件を満たす形での、学校の文化を反映した PYP

の探究の計画、実践、および振り返り。 

• PYP実践のための教員研修のプランニング（ワークショップ受講計画を含む）。 

• 教育リソースの特定と充実（地域コミュニティとの連携強化を含む）。 

• 学校図書館の学習センターとしての機能の充実。 

• 「エキシビション」の実施（アーリーイヤーズ（幼稚園段階）のみの場合は必須で

はありません）。 

 

②自己評価と行動計画（アクションプラン）の策定 

自己評価とは、評価年度中に学校が自ら実

施する振り返りのプロセスです。自己評価を

開始する前に、PYP 校は、PYP に関わる全ての

教員が『プログラムの基準と実践要綱』の構

造を理解することが非常に重要です。 

この『プログラムの基準と実践要綱』は、

「目的」「環境」「文化」「学習」の４つの

カテゴリーに分けられています。この枠組み

では「学習」を中心に置き、IB の理念と学校

の文脈がその周囲に配置されています。これ

らの４つのカテゴリーのもとには９つの基準

が設けられ、それぞれの基準にいくつかの実

践が含まれています。さらに、実践の下には

要件があり、その要件の中にはプログラムご

との要素（仕様）を含むものもあります。 
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 自己評価では、IB 資料である『プログラム基準と実践要綱』で定められた実践それぞれ

の要件全てについて、学校のプログラムが満たされているかを確認していきます。満たし

ていない要件を特定し、それをもとに、行動計画（アクションプラン）を作成します。 

 行動計画は、「PSP 2020 Action Plan」を使用して、特定した要件をどのように満たす

かを記録していくものです。 

 

③プログラム開発計画（Programme development plan） 

自己評価で特定された課題について、学校全体で理解を深めるプロセスとして、プログ

ラム開発計画に取り組む必要があります。以下に、『プログラム評価の手引き』からの引

用を示します。 

プログラム開発計画の策定は、学校が IB プログラムの認定を受けた直後から始まり、そ

のプログラムを実施し続ける限り継続されます。また、これは様々な形式をとることがで

き、そこにはその学校の文脈や戦略的目標が反映されます。新しいプログラム開発計画は、

優先事項や戦略的目標が変化したと学校が判断した際に作成されます。学校は、プログラ

ム評価の際に、プログラムの１つの側面に関する計画策定、実施、分析、振り返り、学習

のエビデンスを提出するよう求められます。 

次の例は、プログラム評価の焦点として選択することのできるプログラムの側面を示し

ています。 

 

• 学習者（エージェンシー、「IBの学習者像」、奉仕・行動、学問的誠実性、心身の

健やかさ） 

• 学習と指導（ATL、「指導のアプローチ」、探究、概念的理解、地域社会の文脈と

グローバルな文脈、チームワークと協働、アクセスと学習の多様性、インクルージ

ョン、評価、カリキュラム、多言語主義とアイデンティティー） 

• 学習コミュニティ（協働、国際的な視野、リーダーシップ、学習環境、テクノロジ

ー） 

 

学校は、これらの例を参考に、自己評価を反映させながら取り組む側面を決定し、『プ

ログラムの基準と実践要綱』に示される少なくとも２つ以上の要素を根拠として、プログ

ラム開発計画を立案し、学校全体で取り組んでいきます。 

この取り組みは、プログラム評価のためだけでなく、学校コミュニティ全体として IB お

よび PYP への理解を深めることや、教員の研修としても、取り組む価値のあるものとなり

ます。 

 

④各方針（ポリシー）の見直しから学校文化へ 

認定の際に提出が求められる各方針（ポリシー）は、毎年改訂することが推奨されてい

ます。自己評価では、「文化」を担当するチームが主にポリシーの見直しを担当しますが、

単にセクションとしての見直しにとどまらず、各ポリシーについて学校全体で理解を深め、

やがてそれが学校文化として根付くことが重要です。 
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第８章 情報収集の仕方 

 

 どのプログラムにおいても、プログラムを実施する上で情報収集は欠かせません。認定

校・候補校の数は増えてきていますが依然として数は少なく、例えば運営上の相談や教科

実践例というガイドにのっている情報以上のことなどプログラムの発展には欠かせないも

のが多くあります。より具体的な事例についての情報収集は下記のリンクを始めとし、コ

ーディネーターや教員、あるいは学校単位で外部との情報交換を積極的に行う必要があり

ます。是非学校の置かれた状況を踏まえて情報共有の場を拡充するようにしてください。

以下は参考までに記載します。 

 

IB情報の共有における一例 

文部科学省 IB教育推進コンソーシ

アム 

https://ibconsortium.mext.go.jp/  

日本の IB校に向けて様々な情報を発信しているポータルサイトです。 

IBOの問い合わせ先 support@ibo.org 

問い合わせ希望の際は上記アドレスまで。 

IBOホームページ https://www.ibo.org/about-the-ib/the-ib-by-

region/ib-asia-pacific/information-for-

schools-in-japan/ 

IBに関する日本語資料を掲載している IBO公式情報内のページです。 

IB Association of Japan (IBAJ) https://ibaj.or.jp/ja/about/  

日本国際バカロレア校連盟のサイトで、日本の IB校のネットワークです。 

https://ibconsortium.mext.go.jp/
mailto:support@ibo.org
https://www.ibo.org/about-the-ib/the-ib-by-region/ib-asia-pacific/information-for-schools-in-japan/
https://www.ibo.org/about-the-ib/the-ib-by-region/ib-asia-pacific/information-for-schools-in-japan/
https://www.ibo.org/about-the-ib/the-ib-by-region/ib-asia-pacific/information-for-schools-in-japan/
https://ibaj.or.jp/ja/about/
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第９章 リソース・参考文献 

 

IB 公式文書 

①プログラム共通文書 

国際バカロレア（IB）の教育とは 

https://www.IBo.org/globalassets/new-structure/brochures-and-

infographics/pdfs/what-is-an-IB-education-ja.pdf 

プログラムの基準と実践要綱 

https://www.IBo.org/globalassets/new-structure/about-the-IB/pdfs/programme-

standards-and-practices-ja.pdf 

 

②PYP 実践に関わる文書 

PYP：学習者 

https://www.ibo.org/globalassets/new-structure/about-the-ib/pdfs/ja-fr-

principles-to-practice.pdf  
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【筆者】 

瀬端 淳一郎 山梨学院小学校 

原田 卓 静岡サレジオ幼稚園・小学校 

永留 聡 英数学館小学校 

 


